
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座面部分と後方に傾斜する背面部分とを布体で形成する折畳みチェアであり、
脚構成は、左脚構造、右脚構造、後方脚構造、左肘掛け構造、右肘掛け構造および前方脚
構造からなり、
　左脚構造は、略上半分が布体の背面部分の左端一辺を保持可能で、下端が左前足部とな
る左長脚体と、一端が該左長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が左後足部と
なる左短脚体とからなり、
　右脚構造は、略上半分が布体の背面部分の右端一辺を保持可能で、下端が右前足部とな
る右長脚体と、一端が該右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が と
なる右短脚体とからなり、
　後方脚構造は、一端が左長脚体の上部に回動可能に取り付けられ、他端が右短脚体に回
動可能に取り付けられる右下がり後脚体と、一端が右長脚体の上部に回動可能に取り付け
られ、他端が左短脚体に回動可能に取り付けられる左下がり後脚体とからなり、右下がり
後脚体と左下がり後脚体はその交差部で相互に回動可能であり、
　左肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な構造の左前柱体、布体の座面部分の左端一辺を保
持可能な左座面部材、左肘掛け体、左リンク体とからなり、
　左前柱体の下端は、前記左長脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、左座
面部材の前方が回動可能に取り付けられ、左肘掛け体は、後方が左リンク体の一端に回動
可能に取り付けられ、前方が左前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、左リンク体の他
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端は、左長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、
　右肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な構造の右前柱体、布体の座面部分の右端一辺を保
持可能な右座面部材、右肘掛け体、右リンク体とからなり、
　右前柱体の下端は、前記右長脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、右座
面部材の前方が回動可能に取り付けられ、右肘掛け体は、後方が右リンク体の一端に回動
可能に取り付けられ、前方が右前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、右リンク体の他
端は、右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、
　前方脚構造は、一端が右前柱体の上寄りに回動可能に取り付けられ、他端が左長脚体の
下端に回動可能に取り付けられる左下がり前脚体と、一端が左前柱体の上寄りに回動可能
に取り付けられ、他端が右長脚体の下端に回動可能に取り付けられる右下がり前脚体とか
らなり、左下がり前脚体と右下がり前脚体はその交差部で相互に回動可能であり、
　左長脚体の略中央に、左座面部材の後方が回動可能に取り付けられ、右長脚体の略中央
に、右座面部材の後方が回動可能に取り付けられ、左長脚体、左座面部材および左肘掛け
体と、右長脚体、右座面部材および右肘掛け体とが、それぞれ折り畳み可能であることを
特徴とする折畳みチェア。
【請求項２】
　左前柱体および右前柱体は、下端が左長脚体または右長脚体の下端に回動可能に取り付
けられる棒状部材と、該棒状部材の外形よりも大きい孔を有し、該孔に棒状部材が軸方向
にスライド自在である芯空部材とからなる伸縮可能な入れ子構造であることを特徴とする
請求項 に記載の折畳みチェア。
【請求項３】
　前方脚構造および／または後方脚構造が、一方の脚体の中央に他方の脚体が貫通する孔
構造または凹構造を有し、該孔構造または凹構造を通り両者を連通する軸で相互に回動可
能であることを特徴とする請求項 に記載の折畳みチェア。
【請求項４】
　座面部分と後方に傾斜する背面部分とを連続する布体で形成する折畳みチェアであり、
　脚構成は、左脚構造、右脚構造、後方脚構造、左肘掛け構造、右肘掛け構造および前方
脚構造からなり、
　左脚構造は、略上半分が布体の背面部分の左端一辺を保持可能で、下端が左前足部とな
る左長脚体と、一端が該左長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が左後足部と
なる左短脚体とからなり、
　右脚構造は、略上半分が布体の背面部分の右端一辺を保持可能で、下端が右前足部とな
る右長脚体と、一端が該右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が 後足部と
なる右短脚体とからなり、
　左長脚体の略中央に、前記座面部分の左端を支持する左座面部材の一端が、回動可能に
取り付けられ、右長脚体の略中央に、前記座面部分の右端を支持する右座面部材の一端が
、回動可能に取り付けられ、左長脚体と左座面部材、および右長脚体と右座面部材が、そ
れぞれ折り畳み可能であり、
　後方脚構造は、一端が左長脚体の上部に回動可能に取り付けられ、他端が右短脚体に回
動可能に取り付けられる右下がり後脚体と、一端が右長脚体の上部に回動可能に取り付け
られ、他端が左短脚体に回動可能に取り付けられる左下がり後脚体とからなり、かつ、い
ずれか一方の中央に他方が貫通する孔構造を有し、該孔構造を通り両者を連通する軸で相
互に回動可能であり、

左肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な入れ子構造の左前柱体、布体の座面部分の左端一
辺を保持可能な左座面部材、左肘掛け体、左リンク体とからなり、
　左前柱体の下端は、前記左長脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、左座
面部材の他端が回動可能に取り付けられ、左肘掛け体は、後方が左リンク体の一端に回動
可能に取り付けられ、前方が左前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、左リンク体の他
端は、左長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、
　右肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な入れ子構造の右前柱体、布体の座面部分の右端一
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辺を保持可能な右座面部材、右肘掛け体、右リンク体とからなり、
　右前柱体の下端は、前記右長脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、右座
面部材の他端が回動可能に取り付けられ、右肘掛け体は、後方が右リンク体の一端に回動
可能に取り付けられ、前方が右前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、右リンク体の他
端は、右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられることを特徴とする折畳みチェア。
【請求項５】
　前方脚構造は、一端が右前柱体の上寄りに回動可能に取り付けられ、他端が左長脚体の
下端に回動可能に取り付けられる左下がり前脚体と、一端が左前柱体の上寄りに回動可能
に取り付けられ、他端が右長脚体の下端に回動可能に取り付けられる右下がり前脚体とか
らなり、かつ、いずれか一方の中央に他方が貫通する孔構造を有し、該孔構造を通り両者
を連通する軸で相互に回動可能であることを特徴とする請求項 に記載の折畳みチェア。
【請求項６】
　下寄りが伸縮可能な構造の左前柱体と、左座面部材と、左肘掛け体と、左リンク体と、
下寄りが伸縮可能な構造の右前柱体と、右座面部材と、右肘掛け体と、右リンク体と、そ
の他の構造とからなる折畳みチェアであり、
　左前柱体の下端は、その他の構造に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、左座面部材
の前方が回動可能に取り付けられ、左肘掛け体は、後方が左リンク体の一端に回動可能に
取り付けられ、前方が左前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、左リンク体の他端は、
その他の構造に回動可能に取り付けられ、
　右前柱体の下端は、その他の構造に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、右座面部材
の前方が回動可能に取り付けられ、右肘掛け体は、後方が右リンク体の一端に回動可能に
取り付けられ、前方が右前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、右リンク体の他端は、
その他の構造に回動可能に取り付けられることを特徴とする折畳みチェア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折畳みチェアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今は、アウトドアレジャーが多様化し、多彩な趣味を可能とするために、リラックス
して座ることができ、棒状に折畳み可能な折畳みチェアに対する要求が高まっている。棒
状に折り畳むことが可能であれば、たとえばＲＶのように限られた収納スペースしかない
場合にも、車載可能となるなど、いたって便利となる。
【０００３】
　従前から、特開２００２－２５３３７９号公報および特開２００２－１７５０１号公報
などに記載されるように、堅い板材で背もたれおよび座面を構成し、柔軟なクッションを
載せる折畳みチェアがある。
【０００４】
　しかし、このような構造の折畳みチェアでは、座る人の姿勢が固定され、長時間は我慢
できない。また、座る人と折畳みチェアとの接触面積は非常に小さく、接触部分にあたる
臀部および背中が痛むという問題がある。また、高さを最小に、平坦状に折り畳むことが
できても、幅および奥行きを小さくすることができず、収納に不便である。
【０００５】
　このような問題を解消するために、特開２００２－２３３４２９号公報および特開２０
０１－７８８５４号公報に記載されるように、背もたれおよび座面を布体で構成し、左右
両端を部材に係止する折畳みチェアが工夫された。左右を係止する布体は、荷重の最大と
なる臀部を広い接触面積で支持することができる。しかし、このような構造の折畳みチェ
アでは、安定性を得るために、背もたれを十分に長くし、かつ、後方に傾斜させることが
できず、上体が疲れやすいという問題がある。また、高さを最小に、平坦状に折り畳むこ
とができても、幅および奥行きを小さくすることができないという問題は解消されていな
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い。
【０００６】
　特に座り心地を良くするために、特開２０００－１３５１４４号公報、特開２０００－
３１６６６０号公報、特開２０００－２８７７７７号公報および特開平８－１８７１３８
号公報に記載されるように、背もたれから座面までを一体の布体で構成し、折畳みチェア
と座る人との接触面積を最大にする工夫がなされている。これらは、高さおよび幅方向を
最小に、棒状に折り畳むことができる。しかし、肘から手までを支持可能で、立ち上がる
動作の際に全身の体重をかけることができる肘掛けを、脚と同じ方向に折り畳むことはで
きなかった。さらに、棒状に折り畳むために、布体の四隅を部材に固定したり、上端およ
び下端を部材に係止して、垂れ下がる布体に、背中または肩から、腰部、臀部、および大
腿部までを包むように支持させることになる。しかし、姿勢を自由に変えられる反面、荷
重の最も大きい腰部および臀部が沈み込み、腰部が折れることにより、内臓が圧迫され、
血流が悪くなり、長時間の座姿勢が困難となる。
【０００７】
　大腿部を水平に近く、膝をやや上方にして、伸びたままの背中を後方に傾斜させると、
人はリラックスして座ることができる。このように座ることにより、座った人の脊椎が緩
いＳ字形状に維持され、腰は伸び、大腿骨と骨盤との股関節で折れる。したがって、特に
内臓を中心に圧迫感がなく、血流を妨げずに、長時間、座ることが可能である。
【０００８】
　座面および背面が一体の布体の両端部に袋部を設け、該袋部を、平行に配置された２本
のＬ字型部材に通し、該Ｌ字型部材をリンク構造の脚や、補強構造で支えた脚などで支え
、前述のような望ましい姿勢を可能とする折畳みチェアもある。しかし、２本のＬ字型部
材は構造強度を必要とし、収納の際にはこの構造を維持したままとするしかなく、幅を最
小に、平坦状に折り畳むことができても、高さおよび奥行きを小さくすることができない
という問題が残っている。
【特許文献１】特開２００２－２５３３７９号公報
【特許文献２】特開２００２－１７５０１号公報
【特許文献３】特開２００２－２３３４２９号公報
【特許文献４】特開２００１－７８８５４号公報
【特許文献５】特開２０００－１３５１４４号公報
【特許文献６】特開２０００－３１６６６０号公報
【特許文献７】特開２０００－２８７７７７号公報
【特許文献８】特開平８－１８７１３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の課題は、肘から手までを支持可能で、立ち上がる動作の際に全身の体重をかけ
ることができる肘掛けを備え、この肘掛けを脚と同じ方向に折り畳むことが可能で、大腿
部を水平に近く、膝をやや上方に支持することができる座面と、背中を支持して後方に傾
斜する背面とが、連続する柔軟な布体であり、該布体を左右に引っ張った状態で部材に支
持可能、かつ、棒状に折り畳み可能な折畳みチェアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の折畳みチェアの一態様では、座面部分と後方に傾斜する背面部分とを布体で形
成し、脚構成に、それぞれ略上半分が前記背面部分の左端および右端を支持し、下端がそ
れぞれ前方足部となる左長脚体および右長脚体と、それぞれ前記左長脚体および右長脚体
の略中央に一端が回動可能に取り付けられ、前記座面部分の左端および右端を支持する左
座面部材および右座面部材とを有する。左長脚体と左座面部材、および右長脚体と右座面
部材が、それぞれ折り畳み可能である。
【００１１】
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　さらに、脚構成に、それぞれ一端が前記左座面部材および右座面部材の前方端部に回動
可能に取り付けられ、他端が前記左長脚体および右長脚体の前方足部に回動可能に取り付
けられる左前柱体および右前柱体をさらに有し、該左前柱体および右前柱体が伸縮可能な
構造であることが望ましい。
【００１２】
　本発明の折畳みチェアの異なる態様では、座面部分と後方に傾斜する背面部分とを布体
で形成し、脚構成は、以下に記載する左脚構造、右脚構造、後方脚構造、左肘掛け構造、
右肘掛け構造および前方脚構造からなる。
【００１３】
　左脚構造は、略上半分が布体の背面部分の左端一辺を保持可能で、下端が左前足部とな
る左長脚体と、一端が該左長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が左後足部と
なる左短脚体とからなる。
【００１４】
　右脚構造は、略上半分が布体の背面部分の右端一辺を保持可能で、下端が右前足部とな
る右長脚体と、一端が該右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が左後足部と
なる右短脚体とからなる。
【００１５】
　後方脚構造は、一端が左長脚体の上部に回動可能に取り付けられ、他端が右短脚体に回
動可能に取り付けられる右下がり後脚体と、一端が右長脚体の上部に回動可能に取り付け
られ、他端が左短脚体に回動可能に取り付けられる左下がり後脚体とからなり、右下がり
後脚体と左下がり後脚体はその交差部で相互に回動可能である。
【００１６】
　左肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な構造の左前柱体、布体の座面部分の左端一辺を保
持可能な左座面部材、左肘掛け体、左リンク体とからなる。左前柱体の下端は、前記左長
脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、左座面部材の前方が回動可能に取り
付けられ、左肘掛け体は、後方が左リンク体の一端に回動可能に取り付けられ、前方が左
前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、左リンク体の他端は、左長脚体の略中央に回動
可能に取り付けられる。
【００１７】
　右肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な構造の右前柱体、布体の座面部分の右端一辺を保
持可能な右座面部材、右肘掛け体、右リンク体とからなる。右前柱体の下端は、前記右長
脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、右座面部材の前方が回動可能に取り
付けられ、右肘掛け体は、後方が右リンク体の一端に回動可能に取り付けられ、前方が右
前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、右リンク体の他端は、右長脚体の略中央に回動
可能に取り付けられる。
【００１８】
　前方脚構造は、一端が右前柱体の上寄りに回動可能に取り付けられ、他端が左長脚体の
下端に回動可能に取り付けられる左下がり前脚体と、一端が左前柱体の上寄りに回動可能
に取り付けられ、他端が右長脚体の下端に回動可能に取り付けられる右下がり前脚体とか
らなり、左下がり前脚体と右下がり前脚体はその交差部で相互に回動可能である。
【００１９】
　左長脚体の略中央に、左座面部材の後方が回動可能に取り付けられ、右長脚体の略中央
に、右座面部材の後方が回動可能に取り付けられ、左長脚体、左座面部材および左肘掛け
体と、右長脚体、右座面部材および右肘掛け体とが、それぞれ折り畳み可能である。
【００２０】
　さらに、左前柱体および右前柱体は、下端が左長脚体または右長脚体の下端に回動可能
に取り付けられる棒状部材と、該棒状部材の外形よりも大きい孔を有し、該孔に棒状部材
が軸方向にスライド自在である芯空部材とからなる伸縮可能な入れ子構造であることが望
ましい。
【００２１】
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　また、前方脚構造および／または後方脚構造が、一方の脚体の中央に他方の脚体が貫通
する孔構造または凹構造を有し、該孔構造または凹構造を通り両者を連通する軸で相互に
回動可能であることが望ましい。
【００２２】
　本発明の折畳みチェアの異なる態様では、座面部分と後方に傾斜する背面部分とを連続
する布体で形成する折畳みチェアであり、脚構成は、以下に記載する左脚構造、右脚構造
、後方脚構造、左肘掛け構造、右肘掛け構造および前方脚構造からなる。
【００２３】
　左脚構造は、略上半分が布体の背面部分の左端一辺を保持可能で、下端が左前足部とな
る左長脚体と、一端が該左長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が左後足部と
なる左短脚体とからなる。
【００２４】
　右脚構造は、略上半分が布体の背面部分の右端一辺を保持可能で、下端が右前足部とな
る右長脚体と、一端が該右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられ、他端が と
なる右短脚体とからなる。
【００２５】
　左長脚体の略中央に、前記座面部分の左端を支持する左座面部材の一端が、回動可能に
取り付けられ、右長脚体の略中央に、前記座面部分の右端を支持する右座面部材の一端が
、回動可能に取り付けられ、左長脚体と左座面部材、および右長脚体と右座面部材が、そ
れぞれ折り畳み可能である。
【００２６】
　さらに、後方脚構造は、一端が左長脚体の上部に回動可能に取り付けられ、他端が右短
脚体に回動可能に取り付けられる右下がり後脚体と、一端が右長脚体の上部に回動可能に
取り付けられ、他端が左短脚体に回動可能に取り付けられる左下がり後脚体とからなり、
かつ、いずれか一方の中央に他方が貫通する孔構造を有し、該孔構造を通り両者を連通す
る軸で相互に回動可能であることが望ましい。
【００２７】
　また、左肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な入れ子構造の左前柱体、布体の座面部分の
左端一辺を保持可能な左座面部材、左肘掛け体、左リンク体とからなり、左前柱体の下端
は、前記左長脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄りに、左座面部材の他端が回
動可能に取り付けられ、左肘掛け体は、後方が左リンク体の一端に回動可能に取り付けら
れ、前方が左前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、左リンク体の他端は、左長脚体の
略中央に回動可能に取り付けられる。右肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な入れ子構造の
右前柱体、布体の座面部分の右端一辺を保持可能な右座面部材、右肘掛け体、右リンク体
とからなり、右前柱体の下端は、前記右長脚体の下端に回動可能に取り付けられ、他端寄
りに、右座面部材の他端が回動可能に取り付けられ、右肘掛け体は、後方が右リンク体の
一端に回動可能に取り付けられ、前方が右前柱体の上端に回動可能に取り付けられ、右リ
ンク体の他端は、右長脚体の略中央に回動可能に取り付けられることが望ましい。
【００２８】
　さらに、前方脚構造は、一端が右前柱体の上寄りに回動可能に取り付けられ、他端が左
長脚体の下端に回動可能に取り付けられる左下がり前脚体と、一端が左前柱体の上寄りに
回動可能に取り付けられ、他端が右長脚体の下端に回動可能に取り付けられる右下がり前
脚体とからなり、かつ、いずれか一方の中央に他方が貫通する孔構造を有し、該孔構造を
通り両者を連通する軸で相互に回動可能であることが望ましい。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明により、肘から手までを支持可能で、立ち上がる動作の際に全身の体重をかける
ことができる肘掛けを備え、この肘掛けを脚と同じ方向に折り畳むことが可能で、大腿部
を水平に近く、膝をやや上方に支持することができる座面と、背中を支持して後方に傾斜
する背面とが、連続する柔軟な布体であり、該布体を左右に引っ張った状態で部材に支持
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可能、かつ、棒状に折り畳み可能な折畳みチェアを提供することが可能となる。
【００３０】
　本発明は、以下に説明する最良の形態に示された構成や形状のみに限られない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明の一実施例を、図面を参照して説明する。図１～図４は、本発明の実施例に係る
折畳みチェアの開脚状態を示し、それぞれ、図１は右側面図であり、図２は正面図であり
、図３は左側面図であり、図４は背面図である。
【００３２】
　布体（１０）は、連続する柔軟な布体であり、使用者の大腿部を支持する座面部分（１
０ａ）と、後方に傾斜し、使用者の背中を支持する背面部分（１０ｂ）とからなる。素材
や縫製は、公知のいずれかを使用すればよい。
【００３３】
　折畳みチェアのフレーム構成は、左脚構造、右脚構造、後方脚構造、左肘掛け構造、右
肘掛け構造および前方脚構造からなる。
【００３４】
　左脚構造は、略上半分が布体（１０）の背面部分（１０ｂ）の左端一辺を保持可能で、
下端が左前方の足（６２）となる左長脚体（２１）と、一端が左長脚体（２１）の略中央
に回動可能（２１ａ）に取り付けられ、他端が左後方の足（６４）となる左短脚体（２２
）とからなる。図示した例では、足（６２）が、後述する前方脚構造に取り付けられるが
、いずれでもよい。左短脚体（２２）は、端部に一対の平坦部材（２４）を固定し、該平
坦部材（２４）を左長脚体（２１）に回動可能に取り付ければよい。該平坦部材（２４）
は、後述する左座面部材（２３）を回動可能に取り付ける。
【００３５】
　右脚構造は、略上半分が布体（１０）の背面部分（１０ｂ）の右端一辺を保持可能で、
下端が右前方の足（６１）となる右長脚体（２６）と、一端が右長脚体（２６）の略中央
に回動可能（２６ａ）に取り付けられ、他端が の足（６３）となる右短脚体（２７
）とからなる。図示した例では、足（６１）が、後述する前方脚構造に取り付けられるが
、いずれでもよい。右短脚体（２７）は、端部に一対の平坦部材（２９）を固定し、該平
坦部材（２９）を右長脚体（２６）に回動可能に取り付ければよい。該平坦部材（２９）
は、後述する右座面部材（２８）を回動可能に取り付ける。
【００３６】
　後方脚構造は、一端が左長脚体（２１）の上部に回動可能（２１ｃ）に取り付けられ、
他端が右短脚体（２７）に回動可能（２７ｂ）に取り付けられる右下がり後脚体（３１）
と、一端が右長脚体（２６）の上部に回動可能（２６ｃ）に取り付けられ、他端が左短脚
体（２２）に回動可能（２２ｂ）に取り付けられ、一対の平坦部材（３４）および２つの
棒状部材（３２）、（３３）が一体の左下がり後脚体とからなる。従って、左下がり後脚
体の中央に右下がり後脚体（３１）が貫通する孔構造を有する。右下がり後脚体（３１）
および左下がり後脚体は、該孔構造を通り両者を連通する軸（３１ａ）で相互に回動可能
である。
【００３７】
　左肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な入れ子構造の左前柱体（４２）、布体（１０）の
座面部分（１０ａ）の左端一辺を保持可能な左座面部材（２３）、左肘掛け体（４１）、
左リンク体（４３）とからなる。
【００３８】
　さらに、図６に左側を示した簡略図のように、左前柱体（４２）は、下端が左長脚体（
２１）の下端に回動可能（４２ａ）に取り付けられる棒状部材（４２ｃ）と、棒状部材（
４２ｃ）の外形よりも大きい孔を有し、該孔に棒状部材（４２ｃ）が軸方向にスライド自
在である芯空部材（４２ｂ）とからなる伸縮可能な入れ子構造である。右前柱体（４７）
も同様の構造である。
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【００３９】
　このように、左前柱体（４２）および右前柱体（４７）を入れ子構造とすることにより
、立ち上がる動作の際、全身の体重を、水平に伸びる左肘掛け体（４１）および右肘掛け
体（４６）が安定して支持でき、折り畳みの際には、入れ子構造により左前柱体（４２）
および右前柱体（４７）が伸びて、左肘掛け体（４１）および右肘掛け体（４６）が脚と
同じ方向に折り畳まれる。
【００４０】
　左前柱体（４２）の下端は、前記左長脚体（２１）の下端に回動可能（４２ａ）に取り
付けられ、他端寄りに、左座面部材（２３）の前方が回動可能（２３ｂ）に取り付けられ
、左肘掛け体（４１）は、後方が左リンク体（４３）の一端に回動可能（４１ｂ）に取り
付けられ、前方が左前柱体（４２）の上端に回動可能（４１ａ）に取り付けられ、左リン
ク体（４３）の他端は、左長脚体（２１）の略中央に回動可能（４３ａ）に取り付けられ
る。
【００４１】
　右肘掛け構造は、下寄りが伸縮可能な入れ子構造の右前柱体（４７）、布体（１０）の
座面部分（１０ａ）の右端一辺を保持可能な右座面部材（２８）、右肘掛け体（４６）、
右リンク体（４８）とからなる。
【００４２】
　右前柱体（４７）の下端は、前記右長脚体（２６）の下端に回動可能（４７ａ）に取り
付けられ、他端寄りに、右座面部材（２８）の前方が回動可能（２８ｂ）に取り付けられ
、右肘掛け体（４６）は、後方が右リンク体（４８）の一端に回動可能（４６ｂ）に取り
付けられ、前方が右前柱体（４７）の上端に回動可能（４６ａ）に取り付けられ、右リン
ク体（４８）の他端は、右長脚体（２６）の略中央に回動可能（４８ａ）に取り付けられ
る。
【００４３】
　前方脚構造は、一端が右前柱体（４７）の上寄りに回動可能（５１ｂ）に取り付けられ
、他端が左長脚体（２１）の下端に回動可能（５１ｃ）に取り付けられる左下がり前脚体
（５１）と、一端が左前柱体（４２）の上寄りに回動可能（５３ａ）に取り付けられ、他
端が右長脚体（２６）の下端に回動可能（５２ａ）に取り付けられ、一対の平坦部材（５
４）および２つの棒状部材（５２）、（５３）が一体の右下がり前脚体とからなる。従っ
て、右下がり前脚体の中央に左下がり前脚体（５１）が貫通する孔構造を有する。右下が
り前脚体および左下がり前脚体（５１）は、該孔構造を通り両者を連通する軸（５１ａ）
で相互に回動可能である。
【００４４】
　使用される部材は、アルミ合金などの公知の軽量素材を使用し、回動可能とする部分の
プレート部材や軸部材には、ステンレスなどの公知の高強度素材を使用する。足は、硬質
の合成ゴムが好ましく、部材の端部にも合成ゴムや人工樹脂などが取り付けられることが
好ましい。
【００４５】
　図５は、本実施例の折畳みチェアを折り畳む状態を示す斜視図である。布体は、説明の
ため図示を省略した。
【００４６】
　図示したように、左長脚体（２１）、左座面部材（２３）および左肘掛け体（４１）と
、右長脚体（２６）、右座面部材（２８）および右肘掛け体（４６）とが、それぞれ同じ
方向に、奥行き方向が最小となるように折り畳まれ、後方脚構造および前方脚構造により
、幅方向が最小となるように折り畳まれて、全体として棒状となる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施例の折畳みチェアを示す右側面図である。
【図２】本発明の一実施例の折畳みチェアを示す正面図である。

10

20

30

40

50

(8) JP 3788455 B2 2006.6.21



【図３】本発明の一実施例の折畳みチェアを示す左側面図である。
【図４】本発明の一実施例の折畳みチェアを示す背面図である。
【図５】本発明の一実施例の折畳みチェアを折り畳む状態を示す斜視図であり、布体は、
説明のため図示を省略した。
【図６】左側を示した簡略図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１０　布体
　１０ａ　座面部分
　１０ｂ　背面部分
　２１　左長脚体
　２１ａ、２１ｃ、２２ｂ、２３ｂ　回動軸
　２２　左短脚体
　２３　左座面部材
　２４、２９、３４、５４　平坦部材
　２６　右長脚体
　２６ａ、２６ｃ、２７ｂ、２８ｂ　回動軸
　２７　右短脚体
　２８　右座面部材
　３１　右下がり後脚体
　３１ａ　回動軸
　３２、３３　棒状部材
　４１　左肘掛け体
　４１ａ、４１ｂ、４２ａ、４３ａ　回動軸
　４２　左前柱体
　４２ｂ　芯空部材
　４２ｃ　棒状部材
　４３　左リンク体
　４６　右肘掛け体
　４６ａ、４６ｂ、４７ａ、４８ａ　回動軸
　４７　右前柱体
　４８　右リンク体
　５１　左下がり前脚体
　５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５２ａ、５３ａ　回動軸
　５２、５３　棒状部材
　６１、６２、６３、６４　足
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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